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１ 地域から取り組む地球環境の保全 

 

■関連指標群の状況 

関連指標群 

【関連指標等№】 
内  容 

関連指標１－指―① 
計画策定時の現状 

（基準年） 

7,369 万 t-CO2 

（平成２5 年度） 

温室効果ガス排出量 実績 
5,425 万 t-CO2 

（令和元年度（速報値）） 

目標数値等 
3,788 万 t-CO2 

（令和 12 年度） 

令和元年度（速報値）の温室効果ガス実質排出量は 5,425 万 t-CO₂と、前年度から 

6.1％（355t-CO₂）減少しています。引き続き、目標の達成に向けて脱炭素型ライフス

タイル・ビジネススタイルへの転換やあらゆる社会システムの脱炭素化などに取り組む必

要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※速報値：2022（R4）年 12 月時点で入手可能な統計等から必要なデータを推計し、

2019（R1）年度の排出量の予測値を算出 

関連指標１－指―② 
計画策定時の現状 

（基準年） 

8,611 百万ｋWｈ 

（平成 30 年度） 

新エネルギー導入量 

発電分野 

（発電電力量） 

 

実績 
10,065 百万ｋＷｈ 

（令和２年度） 

目標数値等 
14,998 百万ｋＷｈ 

（令和 12 年度） 

新エネルギー導入量発電分野（発電電力量）は増加傾向にあり、令和２年度の発電電力

量は太陽光発電設備や風力発電設備の新設、中小水力の稼働率の増加により実績値が伸

び、10,065 百万 kWhとなっています。引き続き、目標の達成に向けて地域における新

エネルギーの開発・導入の促進に取り組む必要があります。 
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関連指標群 

【関連指標等№】 
内  容 

関連指標１－指―③ 
計画策定時の現状 

（基準年） 

14,713ＴＪ 

（平成 30 年度） 

新エネルギー導入量 

熱利用分野 
 

実績 
14,551ＴＪ 

（令和 2 年度） 

目標数値等 
20,960ＴＪ 

（令和 12 年度） 

新エネルギー導入量熱利用分野は、新設がある一方、休止・廃止する施設もあり、また、

バイオマスの大型プロジェクトの熱導入が進まなかったことから、近年横ばいで推移して

おり、令和 2 年度の導入量は 14,551TJ となっています。引き続き、目標の達成に向け

て地域における新エネルギーの開発・導入の促進に取り組む必要があります。 

 

 

関連指標１－個―① 
計画策定時の現状 

（基準年） 

782 百万ｍ３ 

（平成 27 年度） 

森林の蓄積と 

地球温暖化防止機能 
 

実績 
837 百万ｍ３ 

（令和２年度） 

目標数値等 
835 百万ｍ３ 

（令和８年度） 

 森林の蓄積は順調に増加し、令和２年度は 837 百万㎥となっており、目標を達成してい

ます。 
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関連指標群 

【関連指標等№】 
内  容 

【補足データ】 

１－補－① 

一人当たりの 

二酸化炭素排出量 

一人当たりの二酸化炭素排出量は減少傾向にありましたが、令和元年度は 11.0t-CO₂と

前年度と同じとなっています。 

 

 

【補足データ】 

１－補－② 

部門別 

二酸化炭素排出量 

 排出量の約 85％を占める二酸化炭素排出量は、産業部門、業務その他部門、家庭部門、

運輸部門が主な排出源となっており、各部門で排出量が減少しています。 

 

 

【補足データ】 

１－補－③ 

環境効率性 

 

経済規模に対する環境負荷（二酸化炭素排出量）を表す環境効率性は年々向上しており、

令和元年度の環境効率性は 263 t- CO2/億円と、前年度から 20 t- CO2/億円、7％向上

しています。 
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関連指標群 

【関連指標等№】 
内  容 

【補足データ】 

１－補－④ 

次世代自動車の 

普及台数 

次世代自動車は増加傾向にあり、令和３年度の普及（保有）台数は、前年度から 32,846

台の増加となっています。 

 

 

【補足データ】 

１－補－⑤ 

産業部門エネルギー 

消費原単位 

 

 

産業部門エネルギー消費原単位は横ばいで推移しており、近年は減少傾向にあります。令和元

年度は前年度と比べ5.6GJ/百万円減少しています。 

 

【補足データ】 

１－補－⑥ 

家庭部門エネルギー 

消費原単位 

 

家庭部門エネルギー消費原単位は横ばいで推移していますが、令和元年度は前年度に比べ

2.2GJ/人増加しています。 

 

 

【補足データ】 

１－補－⑦ 

業務部門エネルギー 

消費原単位 

 

業務部門エネルギー消費原単位は減少傾向にありますが、令和元年度は前年度に比べて

0.1GJ/㎡減少しています。 
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関連指標群 

【関連指標等№】 
内  容 

【補足データ】 

１－補－⑧ 

運輸部門エネルギー 

消費原単位 

 

 

 

 

 

 

 

運輸部門エネルギー消費原単位は横ばいで推移していますが、令和元年度は前年度に比べ

0.7GJ/台減少しています。 

 

 

【補足データ】 

１－補－⑨ 

フロン排出抑制法に 

基づくフロン類の 

回収量・破壊量 

フロン排出抑制法に基づく令和２年度のフロン類の回収量は、約 12 万 6 千 kgとなって

おり、前年度と比べ約 3 万 9千 kg減少しています。 

なお、破壊量は毎年回収量の 8 割程度で推移しています。 
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7 

 

２ 北海道らしい循環型社会の形成 

 

■関連指標群の状況 

関連指標群 

【関連指標等№】 
内  容 

関連指標２－指―① 
計画策定時の現状 

（基準年） 

15.7% 

（平成 29 年度） 

循環利用率 実績 
15.7% 

（平成 29 年度） 

目標数値等 
17% 

（令和 6 年度） 

平成 29 年度の循環利用率は 15.7％で平成 24 年度から向上していますが、目標の達成

に向けて、引き続き、関係事業者や市町村へ周知するなど取組の推進が必要です。 

 

 

 

 

関連指標２－指―② 
計画策定時の現状 

（基準年） 

100 万ｔ 

（平成 29 年度） 

最終処分量 実績 
123 万ｔ 

（令和元年度） 

目標数値等 
82 万ｔ 

（令和 6 年度） 

平成 30 年度まで横ばいで推移しています。令和元年度から推計方法を変更しており、

単純に前年度までと比較はできません。目標の達成に向けては遅れが見られることから、３

Ｒの推進など、さらなる取組が必要です。 

 

 

令和元年度の地域別に占める割合は、道央広域で 62％、次いで道北で 15％となってい

ます。 
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関連指標群 

【関連指標等№】 
内  容 

関連指標２－指―③ 
計画策定時の現状 

（基準年） 

89.8％ 

（平成 28 年度） 

廃棄物系バイオマス 

利活用率 

 

実績 
91.2％ 

（令和元年度） 

目標数値等 
90％ 

（令和 4 年度） 

廃棄物系バイオマス利活用率は近年増加しており、令和元年度は 91.2％と、前年度から

0.8 ポイント上昇し、目標を達成しています。引き続き、バイオマスの先進的な利活用の情

報を発信するなど、利活用率向上に向けた取組が必要です。 

 

 

関連指標２－指―④ 
計画策定時の現状 

（基準年） 

71.5％ 

（平成 28 年度） 

未利用バイオマス 

利活用率 

 

実績 
77.9％ 

（令和元年度） 

目標数値等 
70％ 

（令和 4 年度） 

未利用バイオマス利活用率は近年、上昇していましたが、令和元年度は 77.9％と 3.5 ポ

イント低下しています。目標は達成していますが、引き続き、バイオマスの先進的な利活用

の情報を発信するなど、利活用率向上に向けた取組が必要です。 
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関連指標群 

【関連指標等№】 
内  容 

関連指標２－個―① 
計画策定時の現状 

（基準年） 

961ｇ/人・日 

（平成 29 年度） 

一般廃棄物の排出量 

（一人 1日当たり） 

実績 
949ｇ/人・日 

（令和２年度） 

目標数値等 
900ｇ/人・日 

（令和 6 年度） 

平成22年度以降、順調に減少しており、令和２年度の一般廃棄物の一人１日当たりの排出量

は949ｇと、前年度から11ｇ減少していますが、目標の900ｇ達成に向けて若干の遅れが見

られることから、３Ｒの推進など、目標達成に向けてさらなる取組が必要です。 

 

 

地域別では十勝が目標を達成した排出量となっています。 

釧路・根室や道南、オホーツク地域で排出量が多くなっています。 

 

関連指標２－個―② 
計画策定時の現状 

（基準年） 
3,874 万ｔ（平成 29 年度） 

産業廃棄物の排出量 実績 4,665 万ｔ（令和元年度） 

目標数値等 3,750 万ｔ（令和 6 年度） 

平成 30 年度まで微増で推移しています。令和元年度から推計方法を変更しており、単純

に前年度までと比較はできません。目標の達成に向けては遅れが見られることから、３Ｒの

推進など、さらなる取組が必要です。 

 

 

 

 

 

令和元年度の地域別に占める割合は、道央広域で 39％、次いで十勝 17％、道北と釧路・

根室で 16％となっています。 
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関連指標群 

【関連指標等№】 
内  容 

関連指標２－個―③ 
計画策定時の現状 

（基準年） 
24.3％（平成 29 年度） 

一般廃棄物の 

リサイクル率 

実績 23.4％（令和２年度） 

目標数値等 30％  （令和 6 年度） 

一般廃棄物のリサイクル率は近年、横ばいで推移し、令和２年度は 23.4％と前年度か

ら 0.2 ポイント上昇していますが、目標の達成に向けて遅れが見られることから、３Ｒの

推進など、目標達成に向けてさらなる取組が必要です。 

 地域別では道央広域（25.4%）と十勝（24.8％）が平均を上回っており、道南（15.6％）

はリサイクル率が低い状況が続いています。 

関連指標２－個―④ 
計画策定時の現状 

（基準年） 
55.5％（平成 29 年度） 

産業廃棄物の 

再生利用率 
 

実績 53.7%（令和元年度） 

目標数値等 57.0％（令和 6 年度） 

平成 30 年度まで近年横ばいで推移しています。令和元年度から推計方法を変更してお

り、単純に前年度までと比較はできません。目標の達成に向けては遅れが見られることか

ら、３Ｒの推進など、さらなる取組が必要です。 

令和元年度の地域別の再生利用率は、道北が最も多く78.1％となっており、次いで十勝が

70.6％となっている一方、道央広域では28.8％とあらためて低い傾向が確認されました。 
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関連指標群 

【関連指標等№】 
内  容 

【補足データ】 

２－補－① 

資源生産性 

 

 

 

 

 

 資源生産性は横ばいで推移していますが、平成 29 年度の資源生産性は 13.9 万円/トン

と平成 24 年度から 0.6 ポイント上昇しています。 

※北海道循環型社会形成推進基本計画の改定に併せて算定することとしています。 

 

【補足データ】 

２－補－② 

産業廃棄物処理業者 

の優良認定業者数 

令和 2 年度の産業廃棄物処理業者の優良認定業者数は、61 社となっています。 

地域では道央広域に集中していることから、他地域での取組促進が求められます。 

 

【補足データ】 

２－補－③ 

廃棄物系バイオマス 

の種別ごとの発生量 

及び利活用量 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和元年度の廃棄物系バイオマス発生量は 420 万 t（炭素換算ベース）、利活用量は 383

万 t（同）となっており、利活用率は 91.2％と前年度から 0.8 ポイント増加しています。 

 

 

  

【令和元年度】 （単位：トン～炭素量換算ベース）

区分 発生量
利活用
仕向量

利活用率
（参考）

H30利活用率

紙類（一般廃棄物） 421,473 223,839 53.1% 55.5%

集団回収・業者回収

資源ごみ

可燃・不燃・混合 197,634 0 0.0% 0.0%

生活系・事業系生ごみ 23,119 2,367 10.2% 11.6%

し尿等 7,485 1,465 19.6% 21.2%

452,077 227,671 50.4% 52.7%

有機性汚泥 6,085 6,085 100.0% 92.8%

下水汚泥 51,277 44,930 87.6% 90.9%

紙くず 8,715 4,959 56.9% 75.1%

木くず 1,845,749 1,716,913 93.0% 89.4%

動植物性残さ（食料品） 31,747 29,986 94.5% 92.2%

家畜ふん尿 1,269,057 1,269,057 100.0% 100.0%

3,212,630 3,071,930 95.6% 97.1%

531,209 531,209 100.0% 100.0%

4,195,916 3,830,810 91.2% 90.4%

種類

一
般
廃
棄
物

223,839 223,839 100.0% 100.0%

小　　　計

産
業
廃
棄
物

小　　　計

黒　　　液

廃棄物系バイオマス計
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関連指標群 

【関連指標等№】 
内  容 

【補足データ】 

２－補－④ 

未利用バイオマスの 

種別ごとの発生量 

及び利活用量 

 

 

 

 

令和元年度の未利用バイオマスの発生量は 75 万 t（炭素換算ベース）、利活用量は 58

万 t（同）となっており、利活用率は 77.9％と前年度から 3.5 ポイント減少しています。 

【補足データ】 

２－補－⑤ 

バイオガスプラント 

施設数 

 

 

 

 

令和３年度のバイオガスプラント施設数は、近年横ばいで推移しており、令和 3 年度は 

142 基となっています。 

 

【補足データ】 

２－補－⑥ 

バイオマス活用 

推進計画等 

策定市町村数 

 

 

 

 

 バイオマス活用推進計画等策定市町村数は、近年、横ばいで推移しており、令和３年度は

56 市町村となっています。 

 

地域別では、十勝管内全市町村が共同でバイオマス産業都市構想を策定したため、十勝の

計画策定市町村数が多くなっています。 

 

 

 

 

 

※カッコ内は圏域の市町村数 
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関連指標群 

【関連指標等№】 
内  容 

【補足データ】 

２－補－⑦ 

認定リサイクル製品数 

北海道認定リサイクル製品数は順調に増加してきましたが、近年は減少傾向にあり、令和

３年度は 172 製品と、最多だった平成 30 年度の 196 製品と比較して 24 製品減少して

います。 

 

【補足データ】 

２－補－⑧ 

グリーン購入の 

全庁的実施市町村数 

 

 

グリーン購入の全庁的実施市町村数は減少が続いていましたが、令和 3 年度は前年度と

同じ 84 市町村となっています。 

 

地域別では、十勝、釧路・根室では横ばいで推移していますが、その他の地域では平成 29

年度から減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※カッコ内は圏域の市町村数 
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３ 自然との共生を基本とした環境の保全と創造 

 

■関連指標群の状況 

関連指標群 

【関連指標等№】 
内  容 

関連指標３－個―① 
計画策定時の現状 

（基準年） 

1,158 頭 

（平成 28 年度） 

犬・ねこの 

安楽殺処分頭数 
実績 

157 頭 

（令和 3 年度） 

目標数値等 
579 頭 

（令和 9 年度） 

 令和３年度の犬・ねこの安楽殺処分頭数は 157 頭となっており、目標を達成しています。

引き続き、適正な飼養の普及啓発などに取り組む必要があります。 

 

 

令和 3 年度の地域別では、道央広域で 50 頭、十勝で 33 頭などとなっています。 

 

 

関連指標３－個―② 
計画策定時の現状 

（基準年） 

100 

（平成 23 年度） 

エゾシカ個体数指数 

（東部地域） 

 

実績 
114 

（令和２年度） 

目標数値等 
50 以下 

（令和 8 年度） 

令和２年度のエゾシカ個体数指数（東部地域）は114となっており、上昇傾向となってい

ることから、捕獲対策や有効活用の推進など、さらなる取組が必要です。 
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関連指標群 

【関連指標等№】 
内  容 

関連指標３－個―③ 
計画策定時の現状 

（基準年） 

100 

（平成 23 年度） 

エゾシカ個体数指数 

（北部地域） 

 

実績 
109 

（令和２年度） 

目標数値等 
50 以下 

（令和 13 年度） 

 令和２年度のエゾシカ個体数指数（北部地域）は109となっており、上昇傾向となってい

ることから、捕獲対策や有効活用の推進など、さらなる取組が必要です。 

 

 

関連指標３－個―④ 
計画策定時の現状 

（基準年） 

100 

（平成 23 年度） 

エゾシカ個体数指数 

（中部地域） 

 

実績 
145 

（令和２年度） 

目標数値等 
50 以下 

（令和 13 年度） 

令和２年度のエゾシカ個体数指数（中部地域）は 145 となっており、近年、大きく上昇

していることから、捕獲対策や有効活用の推進など、さらなる取組が必要です。 
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関連指標群 

【関連指標等№】 
内  容 

【補足データ】 

３－補－① 

すぐれた 

自然地域の面積 

 

※自然公園（国立、国

定、道立）、（原

生）自然環境保全地

域、道自然環境保全

地域、自然景観保護

地区、学術自然保護

地区の面積の合計 

令和３年度のすぐれた自然地域の面積は 908千haとなっており、前年度と比べて微増

となっています。 

 

 

【補足データ】 

３－補－② 

森林所有者等が 

生物多様性保全の 

ため特に森林の整備・

保全を行う面積 

 

 令和２年度の森林所有者等が生物多様性保全のため特に森林の整備・保全を行う面積は

87,508haであり、近年、着実に増加しています。 
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関連指標群 

【関連指標等№】 
内  容 

【補足データ】 

３－補－③ 

一人当たり 

広域公園面積 

 

 

 

 

 

 

令和 3 年度の一人当たり広域公園面積は、2.6m2/人と横ばいで推移しています。 

 

 

地域別では、オホーツク、十勝地域において、平成 22 年度以降、面積が増加しています。 

【補足データ】 

３－補－④ 

道立公園利用者数 

 

 令和３年度の都市公園のうち道立公園利用者数は 174 万人となっており、令和２年度以

降、新型コロナウイルス感染症の影響により利用者が減少しています。 

 

 

 

地域別では、令和元年度と比べて減少率が、十勝で 30％、道南で 38％と他地域より減

少幅が少ない一方、釧路・根室、オホーツク、道央広域では減少率が 50％を超えています。 
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関連指標群 

【関連指標等№】 
内  容 

【補足データ】 

３－補－⑤ 

水辺に親しめる 

河川空間整備数 

 

水辺に親しめる河川空間整備の累計は、令和３年度までに 207 か所となっており、着

実に整備が進んでいます。 

 

地域別では、近年、道央広域で増加し、全体の約半数となっています。 

 

 

 

 

 

 

※カッコ内は圏域の市町村数 

【補足データ】 

３－補－⑥ 

景観行政団体 

移行市町村数 

景観行政団体への移行市町村は、令和３年度末までに 21 市町村となっており、近年は微

増傾向にあります。 

 

地域別では、道央広域、道北で増加していますが、その他の地域では横ばいで推移してい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

※カッコ内は圏域の市町村数 
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関連指標群 

【関連指標等№】 
内  容 

【補足データ】 

３－補－⑦ 

自然公園利用者数 

令和３年の自然公園利用者数は 1,697 万人となっており、新型コロナウイウルス感染

症の影響により利用者が大幅に減少した令和２年の 1,877 万人から、さらに減少してい

ます。 

 

令和3年の自然公園利用者数は道央広域で約４割を占め、続いて釧路・根室で２割となっ

ています。 

 

道央広域 道南 道北 オホーツク 十勝 釧路・根室 合計 

659 109 241 225 104 359 1,697 
 

【補足データ】 

３－補－⑧ 

自然保護監視員等の 

人数と監視延べ日数 

 令和３年度の自然保護監視員等の人数は 414 人となっており、近年は減少傾向となって

います。また、監視延べ日数は 6,962 日となっており、前年度の 7,203 日から減少して

います。 

 

令和 3 年度の地域別監視員人数は道央広域で３割を占めています。監視延べ日数は道央広

域で2,000日となっているほか、道北と釧路・根室で1,000日を超えています。 
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関連指標群 

【関連指標等№】 
内  容 

【補足データ】 

３－補－⑨ 

タンチョウの生息数 

 令和３年度のタンチョウの生息数は 1,462 羽と前年度から横ばいで推移しています。 

 

 

 

【補足データ】 

３－補－⑩ 

野生動植物の目録を 

作成した分類群の数 

平成 26 年度からのレッドリスト改訂作業に伴い、各分野群の目録更新に着手し、令和３

年度までに本道の野生動植物の目録を更新した分類群の数は「哺乳類」、「両生類」、「爬

虫類」、「昆虫（チョウ目）、（コウチュウ目）」、「鳥類」、「魚類」の６つとなってい

ます。 

 

 

【補足データ】 

３－補－⑪ 

「アライグマ防除 

実施計画」の 

策定市町村数 

 

令和３年度の「アライグマ防除実施計画」の策定市町村数は 146 市町村となっており、

近年は横ばいで推移していましたが、最近は増加しています。 

 

 

 

令和3年度の地域別では、道央広域、十勝の全市町村が策定しているほか、道北では90％

が釧路・根室では61%の市町村が計画を策定しています。 

 

 

 

※カッコ内は圏域の市町村数 
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関連指標群 

【関連指標等№】 
内  容 

 

【補足データ】 

３－補－⑫ 

エゾシカ捕獲数及び 

農林業被害額 

農林業被害額は近年、減少傾向にありましたが、令和３年度は約45億円となっており、前

年度から 10％増加しています。また、捕獲数は約 14 万頭と、前年度から約 10％増加して

います。 

 

 

令和3年度の地域別のうち、捕獲数は道央広域で35.8％、釧路・根室で25.4％となって

おり、この２つの地域で６割を超えています。 

同様に、農林業被害額でも釧路・根室で37.8％、道央広域で24.8％と、この2つの地域

で６割を超えています。 

 

 

 

 

【補足データ】 

３－補－⑬ 

エゾシカ個体数指数 

（南部地域） 

令和２年度のエゾシカ個体数指数（南部地域）は 314 となっており、増加が継続してい

ます。 
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関連指標群 

【関連指標等№】 
内  容 

  

【補足データ】 

３－補－⑭ 

エゾシカ推定生息数 

令和３年度のエゾシカ推定生息数は 69 万頭となっており、増加傾向にあります。 

 

 

 

【補足データ】 

３－補－⑮ 

狩猟免許所持者数 

令和２年度の狩猟免許所持者数は11,919人となっており、近年は微増で推移しています。 

 

 

 

令和 3 年度の地域別狩猟免許所持者数は、道央広域で約半数となっており、次いで道北で

14％、十勝で12％となっています。 
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